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曲は、時代を超えたイメージを持っている。なぜなら、その曲に影響を与えた 学作品はそもそもタ 社会において、幅広く知られている作品なのである。特に近代歌謡曲に姿を変えた文学作品は、長年高く評価されてきた。主に韻文で書かれた伝統文学なので、音楽に使うことに たって芸術とし より広く鑑賞できる。　
タイでは文学作品の影響を受けた曲は古くなり、頻繁に生み





วรรณคดีกับเพลง เล่ม ๒ [ภาควรรณคดีไทยในเพลงไทยสากล]  ）によ




Some Thai Popular Songs from Classic Literature, Kosit TIPTIEMPONG
たシェークスピアの『ヴェニスの商人』の内容の一部を抜き出し、後に歌謡曲になったものである。こ 部分はタイの伝統的な詩形に綺麗に当てはめられ、バサーニオがポーシャの絵が入っている箱を選ぶシーンを表す二節 詩・歌詞 日本語訳は次の通りである。
恋よ恋。初めはどこから生まれてきたのだろう。心の中に丁度芽生え始めたのだろうか。
	












A song the w
hilst Bassanio com
m





here is fancy bred,
O






LL    R
eply, reply.
It is engendered in the eyes,
W
ith gazing fed, and fancy dies
In the cradle w
here it lies.
Let us all ring fancy’s knell.
I’ll begin it ─







































その蓮華に近づい 触れ合う。たとえ貴女が美しい洞窟 、私 白鳥に り、飛び込んでいき、共になる。
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整し、メロディーを付けた。歌詞として下線部の内容だけでなく、声調が調べに当てはまるように、細かい言葉もいくつか入れ替えられた。一九五〇年に作られたこの曲の初めて 歌い手はプリーチャ・プンヤキアットだっ が、後に人間国宝のチャリン・ナンタナーコーンを含め、様々な歌手 カバーされた。三．文学作品の文章を歌詞の一部として採用し追加作 を た曲　
次の曲『プラ・ロー賛歌』は、タイの『ロミオとジュリエッ
ト』と呼ばれている著者不詳の『プラ ロー物語』という有名な伝統文学から影響を受けた作品である。主人公のプラ・ロー王は美しい王子である。敵国にいる姉妹のプラ・プアン姫 プラ・ペーン姫はそのプラ・ロー王に惚れてしまい、様々企みを利用し、既婚者であるプラ・ロー王へ 求愛に成功 が、最終的に三人とも殺害される。曲になった内容はプラ・ロー王の立派な姿の描写しているこ 、 『プラ・ロー賛歌』と う曲名が付けられた。歌詞の日本語訳は次の通りであ 。
（語り
)


















原作はタイの紀行詩の習慣に従って、詩 が恋人から離れた際の悲しみや愛しさを嘆く内容を中心とした作品である。 の一部はその気持ちをどうしても表現しきれない内容 あり、それは『誰でしょう』のモチーフになったと思われるが、 歌詞 テーマは男女の恋愛話ではなく、次の通り親子の愛情と親 恩に変えられた。 
　私達を自分の命ほど愛してくれるのは誰でしょう。いつまでも変わらず親切にしてくれるのは誰でしょう。私達を外見だけでなく、愛してくれるのは誰でしょう。飽きずに愛し続けて、傷つけないのは、誰でしょう。私達が悲しんでいることを心配してくれるのは誰でしょう








それ以来、文学作品から影響を受けたことを知っている人が少ない『誰でしょう』は 母 日の定番曲になっている。タイ人なら、この曲を聞いたことがない人がいないと言えるほど 今でも非常に有名な曲である。
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